
リトリーブ

アーカイブ
LTO（正） 棚管理

LTO（副） 災害リモートサイト

株式会社 ユニテックス

アーカイブしたデータは、各ファイルのハッシュ値が自動的に管理情報
に登録されます。
整合性チェック機能では、アーカイブデータからハッシュ値を再計算
し、管理情報のハッシュ値と突合することにより、アーカイブデータに
変更がないことを確認できます。

アーカイブデータの整合性チェック

● ●

●

LTOのデータ保管とオフライン管理機能を提供する
アーカイブソフトウェア

データのアーカイブとアーカイブデータの
オフライン検索を可能にするアーカイブソフトウェア

高速アーカイブ＆リトリーブ
UNITEX ArchiveLTは、独自のデータ転送アルゴリズムにより、LTO
の性能を最大限に活かす高速データアーカイブを可能にしています。
デバイスはLTO以外にも、HDDやSSDなどのディスクストレージにも
アーカイブすることができます。
また、複数のLTOへ同時にアーカイブする機能に対応しており、重要な
データを正副2巻のLTOに同時にアーカイブすることもできます。

大切なデータ資産の処理結果は自動的に保存され、履歴管理画面
にて確認することが可能です。

アーカイブしたデータは管理情報に登録され、アーカイブデータの
オフライン検索を行うことが可能です。
LTOに保管されているデータを確認することや、目的のデータがどの
LTOに保管されているかを容易に検索できます。
また、アーカイブデータには任意のメタデータを最大5つまで登録するこ
とができます。例えば、メタデータにLTOの保管場所やデータの種類など
を登録しておくことで多数のLTOの棚管理を容易に行うことが可能です。

アーカイブデータのオフライン管理

UNITEX ArchiveLT

LTOアーカイブソフトウェア

●安心の履歴管理機能

オフライン管理

データベリファイ機能による
完全性チェックも実施

メタデータ登録でLTOテープの
管理棚情報なども併せて管理

高速リトリーブ高速リトリーブ

検索

【履歴管理機能】
● ハッシュ値（MD5/SHA-1）

棚番号からテープ特定

高速アーカイブ高速アーカイブ

アーカイブアーカイブ

長期保存が必要なデータ

LTOアーカイブソリューションストレージ上のコールドデータ

UNITEX ArchiveLTUNITEX ArchiveLTUNITEX ArchiveLT

ストレージ容量を圧迫しているデータ

LT70/60/50 USB

正副同時作成 オフライン管理 テープライブラリサポート

監視カメラ
録画データ

業務データ ドキュメント 画像・映像

テスト・
計測データ ログ・証跡

アーカイブしたデータは
オフライン管理機能にて検索可能

LT70 USB-RMLTOテープライブラリ

ハッシュ値比較による
データ整合性チェック

ArchiveLT
管理情報

File A Hash:69fc361c02…
File B Hash:a42d3f052d…
File C Hash:184fb78604…

● 処理結果
● レポート出力

● 処理時間
● 入出力情報

処理履歴やハッシュ値は
証跡としても利用可能



Windows 7 (x86 / x64)
Windows 8 / 8.1 (x86 / x64)
Windows 10(x86 / x64) Ver.1607以降 
Windows Server 2008 R2 (x64)
Windows Server 2012 / 2012 R2 (x64)

UNITEX ArchiveLT   

お問い合わせ先

http://www.unitex.co.jp
〒194-0021  東京都町田市中町2-2-4 ユニテックスビル
TEL:(042)710-4630  FAX:(042)710-4660

営業本部

〒600-8813  京都府京都市下京区中堂寺南町134 KRP2号館
TEL:(075)325-1770  FAX:(075)325-1880

関西営業所

株式会社 ユニテックス

※ 記載の会社名、商品名、ソフトウェア名は各社の商標あるいは登録商標です。　※ 記載の内容、仕様、デザインなどは予告なく変更されることがありますのでご了承ください。

LTO Archive Software
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動作環境要件

利用用途

柔軟なシステム構成

他ソフトウェアからの移行

UNITEX FASTapeLTや他社のソフトウェアにて作成されたメディアを
スキャンすることにより、UNITEX ArchiveLTのメディア管理情報に追加す
ることができます。
この機能により、他ソフトウェアで作成されたメディアを取込み、オフライン
管理することができます。

●映像データや監視カメラデータなどの
さまざまな大容量データのアーカイブ
映像データは4K、8Kと大容量化が進んでいます。また、映像データは
素材、プロジェクト、メタデータファイルなど管理対象となるファイルが
多数存在します。その他デジタル資産なども含め、どのように保存、管理
していくかが課題となっています。
UNITEX ArchiveLTでは、信頼性があり、コストパフォーマンスにも優れ
たLTOにデータを保存し、管理する機能により、この課題を解決します。

● LTO資産のオフライン保管
過去に保存されたLTOテープ資産をUNITEX ArchiveLTに取込み、
オフライン管理を行うことができます。オフライン管理機能を利用するこ
とで、どのデータがどこに保存されているかを容易に検索することができ、
情報資産の有効活用ができるようになります。

●ランサムウェア対策
重要なデータはLTOにアーカイブしてオフライン管理しておくことで、
ランサムウェアなどによるセキュリティ被害を最小限に抑えることができます。
UNITEX ArchiveLTでは保存されたデータが必要となった時に容易に
データを取り出すことができます。

ノートPCを利用したエントリー構成からテープライブラリをサポートしたミドルレンジ構成まで用途に応じて対応

LTO シングルドライブ  LT70/60/50 (USB/SAS) 
フラッシュメモリ/ディスクストレージ

解像度 XGA 以上が表示可能なディスプレイ

Intel Core i3 以上
(推奨 Intel Xeon E3 4Core 以上)

USB 3.0 以上    　  
SAS 6Gbps 以上

名称

CPU

メモリ

推奨インタフェース

対応OS

対応装置

対応媒体

ディスプレイ

対応装置/環境

2GB以上 (推奨 8GB 以上)

※ USB機器を接続する場合

※ SAS機器を接続する場合

※ FAT32 / exFAT / NTFS / UDF形式

LTO ULTRIUMカートリッジ(LTFS形式)
フラッシュメモリ/ディスクストレージ※

検索

UNITEX FASTapeLT
作成テープ

他社システム
作成テープ

メディア
スキャン

ArchiveLT
管理情報

柔軟なシステム構成

LT70/60/50 USB LT70 USB-RMLTOテープライブラリ


